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2023年度後期から 2024年度前期にかけての 

津山高専学生アンバサダーの活動についての報告 
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Report on the Student Ambassadors’ Activities at NIT, Tsuyama College 

from the Second Half of 2023 to the First Half of 2024 
 

WATANABE Tomomi, KUBO Toshihiro, HORI Hidenobu, YAMADA Takafumi, KATORI Shigetaka 
 

This report is of Student Ambassador (SA) activities from the second half of FY2023 through the first half of FY2024. SA 
are now more proactive in their activities than ever before. They began to plan and implement activities on their own. They 
also had active interactions with students from other technical colleges and students from international partner schools. 
Through their activities, they developed their independence, positivity, communication skills. SA activities are important and 
should continue to be supported. 
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１．はじめに 

 

 令和 6（2024）年 9 月現在、78 名の学生が学生ア

ンバサダー（以下、SA と表記する）に登録し、活動

を行っている。SA は、SA の名称で本格的な活動を

始めた令和 2（2020）年度から、様々な活動を行っ

ている。以下に、令和 2（2020）年度以降の SA 登録

者数を示す。 

表 1 SA 登録者数 

 

原稿受付 令和 6年 9月 19日 

＊総合理工学科 情報システム系、 

国際交流センター中国地区国際交流支援部会員 

＊＊総合理工学科 電気電子システム系、 

国際交流センター中国地区国際交流支援部会員 

＊＊＊総合理工学科 機械システム系、 

国際交流センター中国地区国際交流支援部会員 

＊＊＊＊総合理工学科 機械システム系、国際交流センター 

副センター長、国際交流センター中国地区国際交流支援部会長 

＊＊＊＊＊総合理工学科 電気電子システム系、国際交流センター長 

令和 3（2021）年度は、登録者数が急激に伸びて

いるが、これは選択科目「国際交流Ⅰ」と SA の活

動が関連付けられたためである。 

本稿では、令和 5（2023）年度後期から令和 6（2024）

年度前期までの SA の活動について報告を行う。SA

に関する基本的事項や令和 5（2023）年度前期まで

の活動については、堀，ほか（2023）を参照された

い。 

 

２．学生アンバサダーの活動について 

 

 SA の活動には、オープンキャンパス（以下、OC と

表記する）での展示や、つやまロボコンに参加する

海外チームの対応といった、毎年実施されている基

本的な活動と単発的に実施される活動とがある。 

 

２．１ 基本的な活動 

SA の基本的な活動は以下の通りである。 

 

活動内容 時期 

OC での展示 8 月 

つやまロボコンに参加する海外チームの

対応 
12 月 

After School English の企画、実施 月 1 回 

宇部高専 SA と協働し日本事情教材を作成 不定期 

餅つきなどの地域の活動に留学生と参加 不定期 

表 2 SA の基本的な活動 

年度 
登録者数 

＊（ ）内は留学生 

令和 2（2020）年度 35（2） 

令和 3（2021）年度 95（7） 

令和 4（2022）年度 60（5） 

令和 5（2023）年度 81（1） 

令和 6（2024）年度 78（0） 
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ここでは、上に示した基本的な活動の中から、SA

の成長が見られると考えた活動について取り上げ、

報告を行いたい。 

 

（１）つやまロボコンに参加する海外チームの対

応 

 令和 5（2023）年 12 月 17 日（日）に開催された

つやまロボコンには、シンガポールのニーアンポリ

テクニックの学生チームとタイ王国のプリンセス

チュラポーン・サイエンスハイスクール・ブリラム

校の学生チームが参加した。SA の中から有志が、そ

れぞれのチームのチューターとして、授業見学やつ

やまロボコンのリハーサル、大会当日のお世話、大

会での学校紹介の通訳などを担当した。依頼してい

た上記の内容だけではなく、自由時間に城東地区な

どの観光案内をするなど、海外チームの学生が津山

滞在期間中に楽しめるように努め、交友を深めてく

れた。このことは SA が、主体的に活動できるよう

になってきたことを示しているだろう。 

 （２）After School English 

After School English（以下、ASE と表記する）

は、SA 発足以前から有志によって実施されている

英語学習イベントであり、現在では、SA を代表する

活動のひとつである。ASE は、授業期間中に月 1 回

程度の割合で実施されている。 

 

 

図 1 2024 年 7 月の ASE 集合写真 

 

令和 6（2024）年度より、予算の都合上、SA の活

動を専属で支援できる事務員がいないことから、グ

ループリーダーが担当教員と連携し、これまで事務

方が担当していた募集、受付、活動記録などの作業

を担当するようになった。また、他学から留学生を

ゲストとして迎える際の事務手続きを簡素化する

ため、年間の実施計画をまとめて行うなどの工夫も

行っている。彼らの積極性は、SA の掲げる「学生主

体」という特長をさらに強化していると考える。 

（３）日本事情教材製作グループ 

 当該グループは、留学生が「日本事情」に関する

知識を得るための卓上型ボードゲームを開発、製作

しており、宇部高専の SA とも協働している。当該

グループと宇部高専 SA は、すでにいくつかの卓上

型ボードゲームを製作しているが、そのフィードバ

ックを得る機会をなかなか得ることができなかっ

た。令和 6（2024）年 6 月下旬に、台湾國立聯合大

学の中国語教育実習生が本校に教育実習に来た際

に、グループリーダーより、中国語教育実習生に実

際に遊んでもらい、フィードバックを得たいと提案

があった。そこで、中国語教育実習生に SA が製作

した日本語を学ぶためのカードゲームで実際に遊

んでもらい、フィードバックを得ることができた。 

 

 

図 2 SA の作成したカードゲームをプレイする SA と 

中国語教育実習生 

 

このように、SA 自らが学内の他の活動にも目を

向け、自身の活動の活性化のために主体的に連携で

きる企画を考え、学校側に提案し、実行に移すこと

ができるようになったことは、SA 活動において特

筆すべき点であろう。 

（４）オープンキャンパスでの展示 

 令和 4（2022）年度、令和 5（2023）年度から引

き続き、令和 6（2024）年度の OC でも国際交流活動

についての展示を SA 主体で行った。OC における SA

の活動内容は、これまで同様に、 

 

1．OC 展示用の物品の製作 

2．海外研修に参加した体験報告 

3．OC 来場者の国際交流活動展示場所への呼び込み 

 

の 3 つを中心に SA にアイディアを出し、SA は、ど

のように展開していけば効果が上がるのかを考え、

活動をした。 

 来場者が、本校の国際交流活動と SA 活動につい

て理解ができ、「自分も津山高専に入学し、国際交

流や SA 活動に参加したい」と思えるような刺激を

与えることが展示の目的である。展示用の物品は、

毎年、担当教員が提案し、SA と話し合い、決めてい

る。その後、必要な物品を SA が作成し、展示レイ
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アウトを考え、準備を行う。令和 6（2024）年度は、

展示スペースに常時放送しておくための SA の活動

や海外研修についての紹介動画と国際交流活動の

展示場所、海外研修体験報告会の時間を書いたチラ

シの作成を依頼した。動画作成担当者は、それぞれ

意見を出し合い、資料を探し、動画を作成した。依

頼した動画とチラシだけではなく、来場者に国際交

流活動の展示に来てもらうためのポスターも SA ら

が企画し、作成した。 

 

 

図 3 SA が自主的に作成したポスター 

 

 海外研修参加者による体験報告については、シン

ガポール新科学技術研修の参加者と永進専門大学

校語学研修の参加者が担当した。また、SA の活動に

ついても発表することになり、2 年生を中心に発表

資料を作成し、発表を行った。 

 

 
図 4 活動について来場者に紹介する SA 

 

 OC 当日の展示会場への呼び込みも 1 年生が積極

的に校内を巡回し、行った。その結果、多数の来場

者が展示を見たり、報告を聞くだけでなく、展示担

当の学生に質問をしたり、歓談をするに至った。 

OC では、経験のある 2、3 年生が積極的に意見を

出し、1 年生をうまくリードしてくれたことももち

ろんだが、1 年生も意見を出し、それぞれの個性を

発揮しながら主体的に動くことができた。SA の積

極性、主体性が展示や報告会の盛況につながったと

考える。 

 

図 5 展示への呼び込みを行う SA 

 

以上のように、基本的な活動においても、SA はこ

れまで以上に主体性をもって取り組むことができ

るようになっており、それにより、活動内容もさら

に充実したものとなり、SA たちも自信をもって取

り組み、さらに積極的に動くことができるようにな

る、という良い循環が生まれている。 

 

 ２．２ 学生の提案により実現した活動 

 上で紹介した基本的な活動だけではなく、令和 5

（2023）年度には、学生の提案により実現した活動

もある。本校機械システム系教授の加藤が、明石高

専でのタイ高専学生の短期研修の支援と視察に参

加した際、明石高専にも SA 活動があることを知り、

両校 SA の交流を明石高専側に提案をした。担当教

員同士で調整を行い、12 月 1 日（金）放課後にオン

ラインでそれぞれの活動について紹介し、意見交換

を行った。その後も、学生同士で交流を重ね、対面

での交流会を実施したいという提案があったため、

教員側で調整をし、2 月 3 日（土）に明石高専 SA が

本校を訪問する形で対面での交流会を実施した。 

 交流会を実施するにあたり、SA はアイスブレイ

クのゲームなどを準備し、当日は、宇部高専と協働

し製作したボードゲームを明石高専 SA にプレイし

てもらった。また、本校の留学生有志にも声をかけ、

参加してもらい、交流会を盛り上げた。 

 明石高専 SA との交流は、今でも続いており、次

は、オンラインで After School English にゲスト

出演してもらう計画がある。宇部高専 SA との日本

事情教材製作を通した交流や明石高専 SA との交流

など、他高専学生との交流ができることも SA 活動

の魅力のひとつである。今後も、SA が留学生や海外

協定校の学生、他高専の学生などと交流の輪を広げ、

交流活動を通して、企画力、積極性、発信力、コミ

ュニケーション能力を養っていくことを期待した

い。また、異なる文化とのふれあいの中から、多様

性を尊重できる姿勢を養ってくれれば幸いである。 
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図 6 明石高専 SA との交流会 

 

３．おわりに 

 

 以上、令和 5（2023）年度後期から令和 6（2024）

年度夏季休暇期間に実施された SA の成長が見られ

る活動について報告を行った。報告内容が指し示す

通り、SA は、それぞれの個性や主体性を発揮し、従

来の活動をより良いものとしており、さらには、自

ら新たな活動を提案することまでできるようにな

ってきた。今後も、SA の活躍に期待が寄せられる。 

 その一方で課題もある。ひとつめは、SA の大半が

選択科目「国際交流Ⅰ」を履修する 1 年生であり、

学年が上がるごとに人数が減っていくという問題

がある。担当教員は、SA に加入した学生が、卒業ま

で継続して SA 活動に取り組めるような魅力的な活

動内容を提示できるように支援を行っていく必要

がある。ふたつめの課題は、リーダーシップをもつ

上級生から下級生への引き継ぎがうまくいってい

るグループとそうではないグループがあることで

ある。こちらは、上級生に後輩育成の意識付けを教

員側が行っていく必要がある。みっつめの課題とし

ては、本校留学生の SA 活動への参加の少なさが挙

げられるだろう。表 1 で示した通り、SA の本格的な

活動開始から 3 年の間は、数名の留学生が SA に登

録し、活動に参加していた。しかし、令和 5（2023）

年度は、登録は 1 名にとどまり、令和 6（2024）年

度は、留学生の登録は 0 名となっている。留学生が

SA 活動に興味を示してくれるような活動も行って

いく必要があるだろう。担当教員として、これらの

課題を克服すべく、今後も SA の支援に努めていき

たい。 
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